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                   答 申  第  １  号 

                   平 成 １ ６ 年 ８ 月 １ ９ 日 

 

 

  宝 塚 市 長  様  

                         

             

宝 塚 市 個 人 情 報 保 護・情 報 公 開 審 査 会  

                会 長   平  松   毅  

 

 

宝 塚 市 情 報 公 開 条 例 第 １ ５ 条 に 基 づ く 諮 問 に つ い て （ 答 申 ）  

 

 

  平 成 １ ６ 年 ４ 月 １ ２ 日 付 け 宝 塚 市 諮 問 第 １ 号 に よ り 諮 問 を

受 け た「 チ ャ レ ン ジ 制 度 に 係 る 広 聴 相 談 課 の 成 果 目 標 」の 情 報 公 開

請 求 に 対 す る 部 分 公 開 決 定 に 係 る 異 議 申 立 て に つ い て 、当 審 査 会 は

慎 重 に 審 査 し た 結 果 、 次 の と お り 答 申 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 



 2

１  審 査 会 の 結 論    

成 果 目 標 チ ャ レ ン ジ 制 度 に 係 る 広 聴 相 談 課 長 の 目 標 設 定・成 果

検 証 シ ー ト（ 以 下「 本 件 文 書 」と い う 。）に つ い て 、宝 塚 市 長（ 以

下 「 実 施 機 関 」 と い う 。） が 部 分 公 開 と し た 決 定 （ 以 下 「 本 件 決

定 」 と い う 。） は 、 妥 当 で あ る 。  

 

２  異 議 申 立 人 の 主 張 の 概 要  

 (１ ) 異 議 申 立 て の 趣 旨  

本 件 異 議 申 立 て は 、実 施 機 関 が 行 っ た 本 件 決 定 に お い て 非

公 開 と し た 部 分 の う ち 、「 Ａ ． 今 年 度 の 成 果 責 任 目 標 」 の 表

に お け る「 成 果 責 任 目 標 項 目 」の 欄 と「 達 成 基 準 」の 欄 及 び

「 Ｂ ．前 記 の 成 果 責 任 目 標 を 達 成 す る た め の プ ロ セ ス 課 題 目

標 （ ア ク シ ョ ン ・ プ ラ ン ）」 の 表 に お け る 「 プ ロ セ ス 課 題 目

標 項 目 」の 欄 と「 具 体 的 内 容 」の 欄 の 部 分 を 非 公 開 と す る 決

定 の 取 消 し を 求 め る も の で あ る 。  

 (２ ) 異 議 申 立 て の 理 由  

    異 議 申 立 人 （ 以 下 「 申 立 人 」 と い う 。） が 異 議 申 立 書 、 平

成 １ ６ 年 ５ 月 １ ７ 日 付 け 陳 述 書 及 び 口 頭 に よ る 意 見 の 陳 述 、

同 月 １ ８ 日 付 け 陳 述 内 容 の 訂 正 書 で 主 張 し て い る 異 議 申 立

て の 理 由 を 要 約 す る と 、 次 の と お り で あ る 。  

ア  広 報 た か ら づ か 及 び 新 聞 報 道 に は 、チ ャ レ ン ジ 制 度 を 人 事

考 査 に 利 用 す る と は 書 か れ て い な い 。ま た 、一 般 常 識 か ら 見

て も 、で き た ば か り の 制 度 を 人 事 考 査 の 資 料 と し て 採 用 す る

と は 考 え ら れ な い 。し た が っ て 、条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 ６ 号 エ

に 該 当 す る と は 認 め ら れ な い 。  

イ  チ ャ レ ン ジ 制 度 の 目 的 は 、職 員 の 意 識 改 革 、行 政 サ ー ビ ス

の 向 上 で あ り 、そ の 受 益 者 は 市 民 で あ る の で 、成 果 目 標 が 市

民 に 見 え な い よ う で は 成 果 が 上 が ら ず 、チ ャ レ ン ジ の 意 味 が

な い 。  

ウ  渡 部 市 長 の 市 政 の 基 本 は 全 て の 情 報 を 公 開 す る こ と で あ

る 。  

 

３  実 施 機 関 の 説 明  

実 施 機 関 の 部 分 公 開 決 定 理 由 説 明 書 及 び 口 頭 に よ る 説 明 を 要

約 す る と 、 次 の と お り で あ る 。  

(１ ) 成 果 目 標 チ ャ レ ン ジ 制 度 の 目 的 に つ い て  

当 該 制 度 は 、管 理 職 員 の 自 由 な 発 想 の 中 で 、最 初 に あ る べ

き 姿（ 成 果 ）を 頭 に 描 き 、そ の 実 現 に 向 け て 、目 標 設 定 、実

行 、評 価 、改 善 実 行 と い う サ イ ク ル を 設 定 し 、目 標 の 達 成 度
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に つ い て 、 管 理 職 員 本 人 と そ の 上 司 が 面 談 の 上 評 価 （ 検 証 ）

を 行 う こ と に よ り 、成 果 を 重 視 し た 仕 事 の 進 め 方 、つ ま り 組

織 全 体 の 効 果 的 な 業 務 運 営 や 、 よ り 質 の 高 い 市 民 サ ー ビ ス

（ 市 民 満 足 度 の 向 上 ）を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ

る 。  

将 来 的 に は 、昇 任 、配 置 、給 与 等 の 総 合 的 な 人 事 評 価 制 度

の 中 の 業 績 部 分 を 評 価 す る も の と し て 使 用 す る こ と を 想 定

し て お り 、 現 在 は 定 着 化 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。  

(２ ) 本 件 文 書 の 性 格 に つ い て  

本 件 文 書 は 、管 理 職 員 が 目 標 を 設 定 し 、上 司（ 一 次 ・二 次

評 価 者 ）の 承 認 を 得 た 後 、年 度 末 に 当 該 職 員 及 び 上 司 が 目 標

の 達 成 度 に つ い て 評 価 を 行 う た め に 作 成 さ れ る も の で あ り 、

目 標 設 定 、実 行 、評 価 、改 善 実 行 と い う サ イ ク ル で 仕 事 を 進

め て い く 過 程 の 中 で 、上 司 が 部 下 を 育 成 指 導 す る た め に 使 用

す る 人 事 管 理 に 関 す る 文 書 で あ る 。  

ま た 本 件 文 書 の 作 成 時 に は 、管 理 職 員 が 自 由 な 発 想 の 中 で

目 標 設 定 を 行 う た め 、市 の 方 針 と し て ま だ 意 思 決 定 さ れ て い

な い 管 理 職 員 個 人 の 考 え 等 が 記 入 さ れ る 可 能 性 が あ る 。  

(３ ) 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 ６ 号 エ の 該 当 性 に つ い て   

当 該 制 度 は 、上 司 が 目 標 設 定 時 に 面 接 を 行 い 、期 末 に も 面

接 と 評 価 を 行 う こ と に よ り 、部 下 を 育 成 指 導 す る と い う 人 事

管 理 に 関 す る も の で あ る 。 本 件 文 書 は 、 将 来 的 に は 、 昇 任 、

配 置 、給 与 等 の 総 合 的 な 人 事 評 価 制 度 に も 使 用 す る こ と を 想

定 し て お り 、定 着 化 を 図 っ て い る 現 在 、こ れ を 公 開 す る こ と

は 、「 公 正 か つ 円 滑 な 人 事 の 確 保 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ 」 が

あ る 。  

(４ ) 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 ６ 号 の 該 当 性 に つ い て  

本 件 文 書 に は 、市 の 方 針 と し て ま だ 意 思 決 定 さ れ て い な い

管 理 職 員 個 人 の 考 え 等 が 記 入 さ れ て い る 。例 え ば 、市 内 部 や

他 の 地 方 公 共 団 体 と の 協 議 、あ る い は 各 種 団 体 や 市 民 の 理 解

や 協 力 を 得 な け れ ば 進 め る こ と が で き な い よ う な 事 務 事 業

等 を 自 ら の 目 標 と し て 記 入 す る こ と が あ る が 、こ れ を 公 開 す

る と な る と 各 団 体 等 と の 率 直 な 意 見 交 換 や 意 思 決 定 の 中 立

性 が 損 な わ れ 、事 務 事 業 の 適 正 な 遂 行 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す

お そ れ が 生 じ る 。そ う な る と 、内 外 の 調 整 等 を 必 要 と す る よ

う な 困 難 な 目 標 を 避 け 、容 易 に 達 成 可 能 な 、あ る い は 消 極 的

で 安 易 な 目 標 を 設 定 す る お そ れ が あ り 、成 果 を 重 視 し た 仕 事

の 進 め 方 つ ま り 組 織 全 体 の 効 果 的 な 業 務 運 営 や 、よ り 質 の 高

い 市 民 サ ー ビ ス（ 市 民 満 足 度 の 向 上 ）を 実 現 す る と い う 当 該
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制 度 の 目 的 を 損 な う こ と と な り 、そ の 運 用 に 支 障 を き た す こ

と と な る 。  

(５ ) 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 部 分 公 開 規 定 の 該 当 性 に つ い て  

本 件 文 書 の「 Ａ ．今 年 度 の 成 果 責 任 目 標 」の 表 に お け る「 成

果 責 任 目 標 項 目 」欄 と「 達 成 基 準 」欄 の 部 分 及 び「 Ｂ ．前 記

の 成 果 責 任 目 標 を 達 成 す る た め の プ ロ セ ス 課 題 目 標（ ア ク シ

ョ ン ・ プ ラ ン ）」 の 表 に お け る 「 プ ロ セ ス 課 題 目 標 項 目 」 欄

と「 具 体 的 内 容 」欄 の 部 分 は 、他 の 記 載 項 目 の 欄 と 一 体 化 し

て お り 、 分 離 し て 公 開 す る こ と は で き な い 。  

 

４  審 査 会 の 判 断  

  当 審 査 会 は 、本 件 文 書 並 び に 実 施 機 関 及 び 申 立 人 の 主 張 を 基 に

審 査 し た 結 果 、 次 の と お り 判 断 す る 。  

(１ ) 本 件 文 書 の 性 格 に つ い て  

ア  成 果 目 標 チ ャ レ ン ジ 制 度 に つ い て  

当 該 制 度 は 、人 事 制 度 改 革 に よ り 平 成 １ ５ 年 度 か ら 管 理 職

員 を 対 象 に 実 施 さ れ た 制 度 で あ っ て 、管 理 職 員 が そ の 年 度 に

お け る 実 現 目 標 を 自 ら 設 定 し 、最 終 的 に 年 度 末 に 当 該 管 理 職

員 の 上 司 が そ の 達 成 度 等 を 評 価 す る も の で あ る 。  

当 該 制 度 は 、上 司 に よ る 面 接 及 び 評 価 を 通 じ て 、成 果 を 重

視 し た 仕 事 の 進 め 方 へ と 部 下 職 員 の 意 識 の 転 換 を 図 る こ と

を 主 な 目 的 と し て い る 。  

し た が っ て 、当 該 制 度 は 、上 司 に よ る 部 下 職 員 の 育 成 指 導

を も 含 め た 人 事 管 理 の 領 域 に 属 す る 制 度 で あ る と 認 め ら れ

る 。  

イ  本 件 文 書 の 内 容 に つ い て  

本 件 文 書 は 、当 該 制 度 の 実 施 過 程 に お い て 、上 司 と 部 下 と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 媒 体 と し て 作 成 さ れ た 文 書 で あ り 、

「 Ａ ．今 年 度 の 成 果 責 任 目 標 」の 表 及 び「 Ｂ ．前 記 の 成 果 責

任 目 標 を 達 成 す る た め の プ ロ セ ス 課 題 目 標（ ア ク シ ョ ン・プ

ラ ン ）」 の 表 の 部 分 に 当 該 制 度 の 根 幹 と な る 実 現 し よ う と す

る 目 標 と そ の 評 価 が 記 載 さ れ て い る 。  

本 件 文 書 は 、当 面 は 昇 任 、配 置 、給 与 等 の た め の 総 合 的 な

人 事 評 価 に は 使 用 し て い な い が 、「 Ａ ． 今 年 度 の 成 果 責 任 目

標 」 の 表 に お い て は 「 最 終 （ ３ 月 ）・ 達 成 結 果 」 欄 で 、「 Ｂ ．

前 記 の 成 果 責 任 目 標 を 達 成 す る た め の プ ロ セ ス 課 題 目 標（ ア

ク シ ョ ン・プ ラ ン ）」の 表 に お い て は「 最 終（ ３ 月 ）・遂 行 結

果 」欄 で 、上 司 に よ り 成 果 実 績 に 対 す る 評 価 が 記 載 さ れ て い

る 。  
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ウ  以 上 か ら 勘 案 す る と 、本 件 文 書 は 、上 司 か ら の 職 務 の 評 価

が 記 載 さ れ た 人 事 管 理 に 関 す る 文 書 で あ る と 認 め ら れ る 。    

(２ ) 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 ６ 号 エ の 該 当 性 に つ い て   

本 件 文 書 が 人 事 管 理 に 関 す る 文 書 で あ る こ と は 、前 記 (１ )

の と お り で あ る 。  

そ こ で 、 本 件 文 書 を 公 開 し た 場 合 に 、「 公 正 か つ 円 滑 な 人

事 の 確 保 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ 」が あ る か ど う か に つ い て 判

断 す る 。  

本 号 エ に お け る 「 人 事 」 と は 職 員 の 配 置 、 処 分 等 を い い 、 

こ の 職 員 の 配 置 、処 分 等 と は 、給 与 、研 修 、職 員 育 成 そ の 他

職 員 の 身 分 や 能 力 に 関 す る も の も 含 む と 解 す る 。  

当 該 制 度 は 、そ の 主 な 目 的 と し て 、職 務 に お け る チ ャ レ ン

ジ 精 神 の 育 成 、成 果 を 重 視 し た 職 務 遂 行 へ の 意 識 転 換 な ど が

含 ま れ て お り 、職 員 育 成 制 度 と し て の 性 質 を 有 し て い る と 解

す る こ と が で き る の で 、本 号 エ 後 半 で い う「 人 事 」に 該 当 す

る も の で あ る 。  

そ の 結 果 、本 件 文 書 を 全 部 公 開 し た 場 合 、管 理 職 員 の 個 人

目 標 と し て 記 載 し た 情 報 の う ち 未 だ 実 施 機 関 内 で 決 定 し て

い な い 事 項 や 実 施 機 関 内 外 の 慎 重 な 協 議 等 を 要 す る 事 項 が

一 般 に 知 ら れ る よ う に な り 、実 施 機 関 の 組 織 と し て の 目 標 達

成 が 困 難 に な る こ と が 想 定 さ れ る 。加 え て 、公 開 が 前 提 と さ

れ た 場 合 、管 理 職 員 が 組 織 の 目 標 達 成 に 支 障 が 生 じ る 可 能 性

が 有 る の に 、あ え て そ の よ う な チ ャ レ ン ジ 目 標 を 記 載 す る と

は 考 え に く く 、必 然 的 に 困 難 な 目 標 を 掲 げ な く な っ た り 、あ

る い は 自 由 な 意 思 に よ っ て 本 件 文 書 を 作 成 し な く な る お そ

れ が あ る と 考 え ら れ る 。  

そ う す る と 、本 件 文 書 を 公 開 し た 場 合 、か え っ て 当 該 制 度

の 目 的 を 阻 害 し 、公 正 か つ 円 滑 な 人 事 の 確 保 に 支 障 を 及 ぼ す

お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 。  

以 上 の と お り 、本 件 文 書 は 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 ６ 号 エ に 該

当 す る と 判 断 す る 。     

(３ ) 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 部 分 公 開 規 定 の 適 用 に つ い て  

申 立 人 は 、 非 公 開 と し た 部 分 の う ち 、「 Ａ ． 今 年 度 の 成 果

責 任 目 標 」の 表 に お け る「 成 果 責 任 目 標 項 目 」欄 と「 達 成 基

準 」欄 の 部 分 及 び「 Ｂ ．前 記 の 成 果 責 任 目 標 を 達 成 す る た め

の プ ロ セ ス 課 題 目 標 （ ア ク シ ョ ン ・ プ ラ ン ）」 の 表 に お け る

「 プ ロ セ ス 課 題 目 標 項 目 」欄 と「 具 体 的 内 容 」欄 の 部 分 を 非

公 開 と す る 決 定 を 取 り 消 す よ う 請 求 し て い る 。し か し 、個 人

情 報 が 記 載 さ れ て い る 場 合 を 除 い て 、非 公 開 情 報 が 記 載 さ れ
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て い る 部 分 を 一 体 と し て 非 公 開 と 決 定 し た 場 合 、こ れ を さ ら

に 細 分 化 し て 部 分 公 開 す る 義 務 は 実 施 機 関 に は な い（ 平 成 １

３ 年 ３ 月 ２ ７ 日 最 高 裁 第 三 小 法 廷 判 決 行 政 処 分 取 消 請 求 事

件 ）。 し た が っ て 、 本 市 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 部 分 公 開 規 定 に

お い て も 、非 公 開 部 分 を 細 分 化 し て 公 開 す る 義 務 は 実 施 機 関

に は な い と 解 す る こ と が で き る 。 ま た 、 同 条 を 根 拠 と し て 、

公 開 す る よ う 住 民 に 請 求 す る 権 利 は な い 。  

以 上 の と お り 、実 施 機 関 の 行 っ た 本 件 決 定 の う ち 、非 公 開

と し た 部 分 に つ い て も 妥 当 で あ る と 言 え る 。  

(４ ) 条 例 第 ９ 条 の 公 益 上 の 理 由 に よ る 裁 量 的 公 開 に つ い て  

   条 例 第 ９ 条 で は 、公 益 上 の 理 由 に よ る 裁 量 的 公 開 を 規 定 し

て い る が 、本 件 に つ い て は 、公 開 す る 利 益 が 非 公 開 と す る 利

益 を 上 回 る と は 判 断 で き ず 、裁 量 的 公 開 の 必 要 は 無 い と 考 え

る 。  

 

し た が っ て 、本 件 文 書 に つ き 、実 施 機 関 が 行 っ た 本 件 決 定 は 、妥

当 で あ る 。  
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（ 別 紙 ）  

 

１  宝 塚 市 個 人 情 報 保 護 ・ 情 報 公 開 審 査 会 委 員 名 簿  

   氏   名     役    職    等   

    

 荒  川  雅  行  関 西 学 院 大 学 法 科 大 学 院 教 授 （ 刑 法 ）   

  

 

  

 植  木  壽  子  弁 護 士 （ 大 阪 弁 護 士 会 ）   

  

 

  

 荏  原  明  則  

（ 会 長 代 理 ）  

関 西 学 院 大 学 大 学 院 司 法 研 究 科 教 授

（ 行 政 法 ）  

 

     

  

中  村  留  美  

 

弁 護 士 （ 兵 庫 県 弁 護 士 会 ）  

 

  

 

  

 平  松   毅  大 東 文 化 大 学 法 科 大 学 院 教 授 （ 憲 法 ）   

 （ 会 長 ）  

 

  

 

２  審 査 過 程  

    日     程        内      容   

 １平 成 １ ６ 年  ４ 月 １ ２ 日  諮 問   

 ２平 成 １ ６ 年  ５ 月 １ ７ 日  異 議 申 立 人 に よ る 陳 述 、実 施 機 関 に よ

る 非 公 開 理 由 説 明 及 び 審 査  

 

 ３平 成 １ ６ 年  ６ 月 ３ ０ 日  審 査   

 ４平 成 １ ６ 年  ７ 月 ２ ２ 日  審 査   

 ５平 成 １ ６ 年  ８ 月 １ ９ 日  答 申   

 


